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四
年 

 

福
田 

麟
太
朗
さ
ん 

・一
学
期
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
、
う
こ
っ
け
い
の
お 

世
話
。
毎
日
の
え
さ
、
水
や
り
や
掃
除
で
、
責
任
感 

と
愛
着
が
で
て
き
た
。 

・二
学
期
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
、
あ
い
さ
つ
と
、
持 

久
走
大
会
を
頑
張
る
こ
と
。 

や
れ
ば
で
き
る
！ 

 
 
 六

年 
 

門
畑 

あ
か
ね
さ
ん

 

・下
級
生
と
仲
良
く
し
た
い
。 

・普
賢
岳
登
山
で
、
頂
上
か
ら 

見
る
景
色
が
楽
し
み
。 

 

つ
な
が
り
と
成
長
を
と
お
し
て 

 
だ
れ
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
学
校
づ
く
り 

 

  校長  大平 啓二 

 
 

 

令
和
七
年
度
野
田
小
学
校
だ
よ
り
第
十
五
号 

Thank You！ 

エン先生 
野田小学校で担任と一緒に
外国語・外国語活動を教えて
くださったEATのエン先生
が帰国されることになりま
した。英語の楽しさを教えて
くださいました。ありがとう
ございました。 

Nice to meet you! 

ウィンタース先生 

9月からは、加津佐中学校の
ALT であるウインタース先
生が教えてくださいます。1
回目の自己紹介を聞いた後
に楽しく活動していました。 
これからよろしくお願いし
ます。Let’s enjoy leaning！ 

八
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
で
加
津
佐

地
区
統
合
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
の

中
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

◇
教
育
課
程
部
会 

⑴
統
合
後
も
継
続
す
る
行
事
等
に
つ
い
て 

① 

普
賢
岳
登
山
は
実
施
す
る
。（
方
法
は
検
討
） 

② 

野
田
浜
海
岸
清
掃
・
砂
の
造
形
は
時
期
・
学

年
を
検
討
し
て
実
施
す
る
。 

⑵ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
の
交
流
に
つ
い
て 

○
ま
ず
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
同
士
で
情
報
交
換 

会
を
実
施
す
る
。 

◇
環
境
整
備
部 

⑴
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
連
し
て 

○
停
留
所
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
南
島
原
市 

と
加
津
佐
小
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
す
る
規 

約
や
取
り
決
め
を
も
と
に
二
箇
所
に
設
定
す 

る
予
定
で
あ
る
。 

㋐
野
田
小
学
校 

㋑
東
串
公
民
館 

今
後
、
全
家
庭
を
対
象
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ま
た
、
閉
校 

後
の
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー 

ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し 

ま
す
。 

 

統
合
・
閉
校
に
向
け
て
② 

シ
リ
ー
ズ  

お
や
じ
の
会
除
草
作
業 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・八
月
三
十
日
、
二
学
期
が
始
ま
る
前
に
、
お
や
じ
の

会
の
皆
さ
ん
が
運
動
場
と
そ
の
周
辺
の
除
草
作
業

を
し
て
く
だ
い
ま
し
た
。
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な

り
、
二
学
期
最
初
の
昼
休
み
で
は
、
き
れ
い
に
整
っ

た
運
動
場
に
子
供
た
ち
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

読
書
の
秋
【
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
】 

加
津
佐
図
書
館
の
氏
原
さ
ん
が
、
九
月
十
七
日
の

昼
休
み
に
、
四
年
生
か
ら
六
年
生
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
本
の
読
み
語
り
と
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
は

『
友
達
』
で
し
た
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
で
紹
介
さ
れ
た

三
冊
の
本
の
中
か
ら
、 

「
あ
い
つ
と
ぼ
く
」
を
読
ん 

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
反
応
の 

良
さ
に
喜
ば
れ
て
い
ま 

し
た
。
読
書
の
秋
、
子
供 

た
ち
が
、
自
分
の
好
き 

な
本
や
心
に
残
る
大
切 

な
本
に
出
会
え
る
こ
と 

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

裏面に続きます。 

 

二
学
期
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト 

始
業
式
に
代
表
児
童
の
二
人
が
二
学
期
の
め
あ
て
を

発
表
し
ま
し
た
。
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

【
速
報
】 

野
田
小
学
校
閉
校
記
念
式
典 

 

令
和
八
年
二
月
一
日(

日)
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統
合
・
閉
校
に
向
け
て
③ 

シ
リ
ー
ズ  

九
月
十
六
日
に
第
一
回
の
野
田
小
学
校
閉
校
準

備
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
は
、
加
津

佐
地
区
統
合
準
備
委
員
会
に
お
け
る
協
議
対
象
外

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
す
る
会
で
す
。
主
に
閉
校

に
係
る
こ
と
に
特
化
し
た
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
学
校
管
理
職
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
地
域
の
方
々
十

一
名
に
、
教
育
委
員
会
の
二
名
の
担
当
者
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
協
議
委
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

◇
第
一
回
の
会
議
の
内
容 

⑴
閉
校
ま
で
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認 

 

⑵
閉
校
記
念
式
典
開
催
日
の
決
定 

 
【
令
和
八
年
二
月
一
日
（
日
）】 

 

⑶
閉
校
記
念
碑
の
説
明
（
市
教
育
委
員
会
） 

⑷
横
断
幕
・
の
ぼ
り
旗
の
設
置 

・
野
田
小
の
全
家
庭
か
ら
、
横
断
幕
に
載
せ
る 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て 

第
二
回
の
協
議
会
に
て
決
定
す
る
。 

 

⑸
記
念
品
・
式
典
当
日
の
運
営
に
つ
い
て 

・
第
二
回
の
協
議
会
に
て
検
討
す
る
。 

 
 

】 
加
津
佐
小
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流 

 

九
月
十
七
日
、
十
八
日
の
朝
の
時
間
を
活
用
し

て
、
統
合
す
る
野
田
小
学
校
と
加
津
佐
小
学
校
の
両

校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
学
年

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い

で
、
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
名
前
と
好
き
な
こ
と

な
ど
を
緊
張
し
て
話
す
子
供
や
、
画
面
越
し
に
見
え

る
新
し
い
友
達
に
笑
顔
を
見
せ
る
子
供
な
ど
、
ド
キ

ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
交
流
の
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
特

に
、
十
月
二
十
八
日
は
、
野
田
小
学
校
の
子
供
た
ち

が
、
加
津
佐
小
学
校
に
出
向
い
て
、
同
じ
教
室
で
勉

強
し
た
り
、
同
じ
内
容
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
給

食
を
一
緒
に
食
べ
た
り
し
ま
す
。
当
日
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
参
観
も
可
能
で
す
。 

【普
賢
岳
災
害
を
語
り
継
ぐ
】 

九
月
十
二
日
に
、
普
賢
岳
災
害
に 

つ
い
て
、
校
長
の
私
が
全
校
集
会
で 

話
を
し
ま
し
た
。
私
の
母
校
は
、
焼
失 

し
た
旧
大
野
木
場
小
学
校
で
す
。 

災
害
時
は
大
学
生
で
、
母
校
や
故
郷 

が
火
砕
流
に
飲
み
込
ま
れ
る
様
子
を 

テ
レ
ビ
越
し
に
呆
然
と
見
て
い
ま
し 

た
。 私

が
、
野
田
小
の
子
供
た
ち
に
、
普
賢 

岳
災
害
に
つ
い
て
語
る
価
値
と
は
・
・
・ 

と
自
問
自
答
し
た
と
き
に
、
ふ
と
考
え
た
の
が
心

の
中
に
あ
る
母
校
に
つ
い
て
で
し
た
。
校
舎
が
焼
失

し
、
形
は
変
わ
っ
て
も
、
私
の
心
の
中
に
は
、
友
達

と
笑
い
合
っ
た
教
室
、
馬
乗
り
し
て
遊
ん
だ
校
庭
の

い
ち
ょ
う
の
木
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

集
会
で
は
、
焼
失
し
た
旧
大
野
木
場
小
学
校
の

校
舎
の
動
画
を
見
せ
た
後
、
心
の
中
に
あ
る
当
時

の
風
景
や
思
い
出
に
つ
い
て
話
し
、
以
下
の
三
つ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。 

① 

あ
た
り
ま
え
の
日
々
の
大
切
さ 

② 

心
の
中
の
思
い
出
は
永
遠
で
あ
る
こ
と 

③ 

自
分
が
毎
日
を
過
ご
し
た
心
の
中
に
あ
る

学
校
が
母
校
で
あ
る
こ
と 

 

残
り
数
か
月
、
閉
校
し
て
も
、
野
田
小
学
校
が
子

供
た
ち
に
と
っ
て
の
母
校
と
し
て
、
人
生
の
支
え
に

な
る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
教
育
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 


